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◇ 課題意識
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≪これからの地方創生で大切なポイント≫
○交流人口の増加
○地域の基幹産業の生産性向上
○住み続けたくなる地域づくり

観光 農業 街づくり

先端技術の活用とともに、制度改革・意識変革が必要

・生産性向上（観光の産業化）
・地元自治体との協働
（DMO,デスティネーション
キャンペーン）

・競争力の向上
・企業の力の活用
・スマートアグリ

・コンパクトシティ
・スマートシティ



◇ JR東日本の取組み
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○ 観光列車 ○コンパクトシティ

○ ６次産業

○ インバウンド取込

○ MaaS

TRAIN SUITE 四季島

実証実験
（伊豆）

ノーザンステーションゲート秋田

JRとまとランドいわきファーム（トマト）

地元の方の応援
（東北エモーション）

海外での情報発信
（JAPAN RAIL CAFE）

WiーFi
対応

・アリーナ
・スポーツ整形クリニック
・学生マンション/合宿所
・オフィス …を新設

JR新潟ファーム（酒米）
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